
讃五脛正義札記(野間)

讃
五
経
正
義
札
記

経
学
研
究
に
志
し
た
以
上
、
一
通
り
は
　
「
十
三
脛
注
疏
」
　
を
読
ん
で
お
こ
う

と
思
っ
た
。
今
か
ら
二
十
数
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
際
、
何
か
或
る
テ
ー

マ
を
持
っ
て
読
む
に
越
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
読
む
前
か

ら
適
当
な
テ
ー
マ
が
有
る
は
ず
も
な
い
。
そ
こ
で
取
り
敢
え
ず
「
引
書
索
引
」

を
作
成
す
る
こ
と
と
並
行
し
て
読
み
進
め
る
こ
と
に
し
た
。
「
引
書
索
引
」
　
に

は
、
す
で
に
吟
仏
燕
京
学
社
の
引
得
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
、

・
『
毛
詩
注
疏
引
書
引
得
』
(
-
害
虫

・
『
種
記
注
疏
引
書
引
得
』
　
(
-
誓
」
)

・
『
春
秋
脛
停
注
疏
引
書
引
得
』
(
-
⑫
当
)

・
『
周
鵡
引
得
　
附
注
疏
引
書
引
得
』
(
-
宝
-
)

・
『
儀
稽
引
得
　
附
鄭
注
及
質
疏
引
書
引
得
』
(
-
豊
巳

・
『
爾
雅
注
疏
引
書
引
得
』
(
-
宝
-
)
(
以
上
の
底
本
は
上
海
・
錦
草
書
局
影
印
本
)

が
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
工
具
書
と
し
て
の
価
値
は
そ
れ
な
り
に
高
か
っ
た
が
、

自
分
が
後
々
利
用
で
き
る
形
の
も
の
が
有
れ
ば
便
利
で
あ
ろ
う
と
考
え
た
か
ら

で
あ
る
〔
①
〕
。

し
か
し
、
こ
の
引
得
シ
リ
ー
ズ
を
確
か
な
津
梁
に
し
つ
つ
も
、
な
か
な
か
に

野
間
　
文
史

難
し
い
問
題
も
少
な
く
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
た
と
え
ば
、
旧
著
『
春
秋
正
義

の
世
界
』
　
(
渓
水
社
-
温
色
　
で
も
述
べ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
疏
文
中
に
見
え
る

人
名
・
書
名
(
篇
名
)
　
を
見
分
け
る
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
侠
書
の
引
用
部
分
の

確
定
で
あ
る
。
本
札
記
で
は
、
こ
れ
ら
の
例
と
し
て
、
『
毛
詩
正
義
』
中
に
見

え
る
　
「
王
述
之
」
、
『
春
秋
正
義
』
中
の
後
漠
・
服
虔
『
春
秋
左
氏
侍
解
誼
』

の
引
用
に
関
す
る
問
題
を
取
り
挙
げ
る
こ
と
に
し
た
い
。

l

『
毛
詩
正
義
』
(
以
下
の
引
用
は
嘉
慶
二
十
年
刊
の
阪
刻
本
〔
重
文
印
書
館
影
印
本
〕

に
よ
る
)
　
の
　
(
小
雅
・
常
枚
〉
　
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

じ

†

う

て

い

　

　

が

く

　

　

　

ゐ

ゐ

①
小
雅
・
常
梗
　
「
常
棟
之
華
、
郡
不
拝
辞
(
常
棟
の
華
、
郡
と
し
て
律
惇
た
ら

ざ
ら
ん
や
)
」

【
毛
停
】
興
也
。
常
放
校
也
。
郡
猶
郡
郡
然
、
言
外
薇
也
。
拝
辞
光
明
也
。

【
疏
】
侍
常
棟
至
光
明
○
正
義
日
、
…
…
「
都
猶
郡
部
」
者
、
以
華
之
状
宜
言

郡
部
、
故
重
言
之
。
「
言
外
車
也
」
、
謂
車
乗
両
棲
於
外
也
。
「
掃
け
」
華
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之
貌
、
華
非
一
色
、
故
云
　
「
光
明
」
。
辞
女
云
　
「
彩
管
有
熔
」
、
文
典
形

達
、
故
云
「
熔
赤
貌
」
。
司
瑚
剖
日
、
「
不
詳
韓
言
辞
韓
。
以
興
兄
弟
能

内
陸
外
禦
、
則
強
盛
而
有
光
耀
、
若
常
放
之
草
堂
也
」
。
(
○
や
り
.
-
旨
)

正
義
に
い
う
、
…
…
(
《
毛
伝
》
の
)
　
「
郡
と
は
猶
ほ
郡
部
の
ご
と
し
」

と
は
、
華
の
状
態
が
郡
部
然
と
で
も
形
容
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ

か
ら
、
重
ね
て
言
っ
た
も
の
。
「
外
に
発
す
る
を
言
ふ
な
り
」
　
と
は
、

華
が
よ
り
集
ま
っ
て
外
に
開
く
こ
と
を
い
う
。
「
韓
韓
」
と
は
華
の
形

容
で
あ
り
、
華
の
色
は
一
色
で
は
な
い
の
で
、
「
光
明
」
　
と
述
べ
た
も

ゐ

の
。
(
静
女
)
　
で
　
「
形
管
熔
た
る
有
り
」
　
と
い
い
、
「
熔
」
　
の
字
が

「
形
　
〔
あ
か
い
〕
」
字
と
連
な
っ
て
い
る
た
め
、
(
(
静
女
)
　
の
《
毛
伝
》

で
は
)
　
「
焙
は
赤
い
貌
」
と
　
(
限
定
し
て
)
述
べ
た
。
田
淵
司
日
、
「
『
不

韓
韓
　
(
韓
幹
た
ら
ざ
ら
ん
や
)
』
と
は
拝
辞
た
り
と
い
う
こ
と
。
兄
弟
が

よ
く
内
に
睦
み
あ
い
外
に
禦
ぐ
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
強
盛
で
光
耀
の
有
る

こ
と
、
あ
た
か
も
常
棟
の
華
が
開
く
が
ご
と
き
を
興
し
た
の
で
あ
る
」
と
。

さ
て
こ
こ
で
問
題
に
す
べ
き
は
　
「
王
述
之
」
と
い
う
表
現
で
あ
る
。
こ
れ
を

人
名
だ
と
見
な
し
た
の
で
あ
ろ
う
、
前
掲
の
『
毛
詩
注
疏
引
書
引
得
』
で
は
、

「
王
述
之
　
妃
/
九
　
m
/
由
・
純
　
血
/
舶
」

l

と
し
て
4
例
を
収
録
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
筆
者
の
験
す
る
と
こ
ろ
、

「
王
述
之
」
　
と
い
う
表
現
を
全
部
で
7
例
を
見
出
し
得
た
。
『
引
得
』
は
同
頁

に
引
用
さ
れ
た
も
の
を
一
つ
に
数
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
以
下
に
残
り
の
6

例
を
挙
げ
る
。

②
小
雅
・
常
放
「
凡
今
之
人
、
真
如
兄
弟
」

【
毛
停
】
聞
常
棟
之
言
鳥
今
也
。

【
箋
云
】
聞
常
棟
之
言
、
始
聞
常
棟
華
郡
之
説
也
。
…

【
疏
】
博
聞
常
棟
之
富
岳
今
○
正
義
日
、
停
以
「
凡
今
」
者
、
多
封
古
之
稀
、

故
排
之
。
既
聞
常
桧
之
説
、
則
知
兄
弟
宜
相
親
、
故
以
「
常
棟
之
言
烏
今
」
、

謂
従
今
以
去
宜
相
親
也
。
司
瑚
胡
日
、
「
管
察
之
事
巳
鉄
、
両
島
常
棟
之

歌
島
束
今
」
　
是
也
。
(
O
P
P
-
u
b
)

③
小
雅
・
正
月
「
謂
天
蓋
高
、
不
敢
不
局
、
謂
地
重
厚
、
不
敢
不
蹄
、
維
競
斯

言
、
有
倫
有
脊
」
【
毛
侍
】
局
曲
也
。
辟
累
足
也
。
倫
道
、
脊
理
也
。
(
】
P
〓
U
b
)

【
疏
】
侍
局
曲
蹄
累
足
○
正
義
日
、
天
在
上
、
身
戴
天
而
曲
者
、
曲
身
也
。
足

所
以
履
地
、
故
知
「
蹄
累
足
」
。
説
文
云
「
蹄
小
歩
也
」
。
割
当
日
、
「
言

天
高
己
不
敢
不
曲
身
危
行
、
恐
上
鱗
忌
謹
也
。
地
厚
己
不
敢
不
累
足
、
催

陥
於
在
位
之
羅
網
也
」
。
(
-
P
T
-
合
)

④
小
雅
・
雨
無
正
「
正
大
夫
離
居
、
英
知
我
助
」
【
毛
停
】
助
勢
也
。
(
-
P
P
〓
b
)

【
琉
】
停
助
勢
○
正
義
日
、
繹
論
文
。
司
測
剖
日
、
「
長
官
大
夫
、
我
之
賢
友
、

奔
走
窺
伏
、
輿
我
離
居
。
我
努
病
真
之
知
也
。
故
下
草
、
思
之
欲
遼
遠
於

王
都
」
。
(
-
P
N
⊥
訂
)

⑤
小
雅
・
采
薇
「
駕
彼
四
牡
、
四
牡
駁
駿
、
君
子
所
依
、
小
人
所
俳
」

【
毛
停
】
駿
駿
瑾
也
。
俳
辟
也
。
(
0
9
も
⊥
u
a
)

【
疏
】
停
俳
辟
○
正
義
日
、
望
感
吟
ふ
■
ヨ
判
司
云
、
「
所
以
避
息
也
」
。

(
O
P
P
-
診
)

⑥
小
雅
・
正
月
「
既
克
有
定
、
靡
人
弗
華
【
毛
停
】
勝
乗
也
。
(
】
P
三
歳

【
疏
】
停
勝
乗
○
正
義
日
、
噸
嘲
萄
晦
。
田
渕
刻
云
、
「
王
既
有
所
定
、
皆
乗

陵
人
之
事
二
呂
残
虐
也
」
∴
慧
慧
簑
感
。
(
-
P
〓
邑
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⑦
小
雅
・
雨
無
正
　
「
周
宗
既
滅
、
靡
所
止
戻
」

【
毛
停
】
戻
定
也
。
【
箋
云
】
周
宗
錆
京
也
、
是
時
諸
侯
不
朝
、
王
民
不
堪
命
、

王
流
千
歳
、
無
所
安
定
也
。
(
-
N
.
2
】
a
)

【
疏
】
侍
戻
定
○
正
義
日
、
噸
嘲
喝
喝
。
司
痢
剖
日
、
「
周
宝
島
天
下
所
宗
。

其
道
巳
滅
、
格
無
所
止
定
」
。
筍
以
刺
幽
王
、
理
必
異
於
刺
、
昔
如
司
説
。

(
-
P
P
〓
b
)

①
～
①
の
例
は
い
ず
れ
も
、
『
正
義
』
の
文
章
が
、
《
毛
伝
》
の
逐
条
的
解
説

を
施
し
た
後
に
「
王
述
之
日
」
が
続
く
、
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が

分
か
る
。
ま
た
⑤
～
⑦
の
例
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
条
の
《
毛
伝
》
が
極
め
て
短
い

た
め
で
あ
ろ
う
、
「
博
文
質
略
」
　
「
此
侍
甚
略
」
　
「
此
侍
質
略
」
　
と
い
う
言
葉
に

続
け
て
　
「
王
述
之
云
」
　
「
王
述
之
日
」
と
あ
る
〔
②
)
。

さ
て
『
毛
詩
注
疏
引
書
引
得
』
が
「
王
述
之
」
を
人
名
と
見
な
し
た
の
に
は
、

理
由
が
無
い
わ
け
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
「
王
述
之
」
な
る
人
物
が
確
か
に
存

在
し
た
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
『
隋
書
』
「
脛
籍
志
」
の
経
部
・
春
秋
類
に
、
「
王

述
之
撰
」
と
し
て
、

・
『
春
秋
左
氏
脛
停
通
解
』
四
番

〇

・
『
春
秋
旨
通
』
十
巻
(
新
・
旧
『
唐
書
』
で
は
「
王
延
之
」
)

の
二
書
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
興
膳
宏
・
川
合
康
三
『
隋
書
経
籍
志
詳

致
』
(
汲
古
書
院
-
誓
い
)
　
で
も
、
こ
の
人
物
に
つ
い
て
は
「
侍
未
詳
」
だ
と
述

べ
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
全
く
不
明
で
あ
る
(
ち
な
み
に
同
書
で
は
『
毛
詩
正
義
』

の
　
「
王
述
之
」
に
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
)
そ
し
て
　
「
王
述
之
撰
」
の
書
物
が
『
毛

詩
』
の
注
釈
書
で
な
い
の
は
、
や
は
り
難
点
と
な
る
で
あ
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
が
　
「
王
述
之
」
　
は
人
名
で
は
な
い
と
す
る
見
解
も
有
る
。
そ
の
ひ
と

つ
晴
の
馬
國
翰
『
玉
函
山
房
輯
侠
書
』
で
は
、
①
～
⑦
を
い
ず
れ
も
「
毛
詩
王

氏
注
四
巻
」
中
に
収
録
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
　
「
王
氏
」
　
と
は
魂
の
王
粛

に
他
な
ら
な
い
。
そ
う
す
る
と
馬
氏
は
「
王
述
之
」
を
「
王
之
を
述
ぷ
」
と

見
な
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
前
掲
「
此
侍
甚
略
…
…
」

等
は
、
「
《
毛
伝
》
が
甚
だ
簡
略
な
の
で
、
王
　
(
粛
)
が
こ
れ
を
以
下
の
よ
う
に

祖
述
し
て
い
る
」
　
の
意
味
と
な
る
。

果
た
せ
る
か
な
次
の
　
(
小
雅
・
節
南
山
)
　
の
例
は
、
そ
の
可
能
性
の
大
き
い

こ
と
を
思
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

◇
小
雅
・
節
南
山
「
芙
天
不
平
、
我
王
不
率
、
不
懲
其
心
、
覆
怨
其
正
」

【
毛
侍
】
正
長
也
。
(
-
P
T
O
等
)

【
疏
】
侍
正
長
○
正
義
日
、
繹
論
文
。
雌
機
密
喝
。

王
粛
述
之
日
、
「
覆
猶
背

也
。
師
芦
不
定
其
心
、
邪
僻
妄
行
。
故
下
民
皆
怨
其
長
定
」
∴
慧
慧
矧
萄

嘲
。
(
】
E
も
邑

●

こ
の
例
は
、
先
の
⑥
例
と
ほ
ぼ
同
じ
構
成
の
『
正
義
』
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
「
王
粛

述
之
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
さ
し
く
「
《
毛
伝
》
が
甚
だ
簡
略
な
の
で
、

王
粛
が
こ
れ
を
以
下
の
よ
う
に
祖
述
し
て
い
る
」
　
の
で
あ
る
。
そ
し
て
　
「
王
粛

●
●

之
説
、
祖
述
毛
氏
侍
意
。
或
如
粛
言
。
」
　
(
幽
譜
○
申
-
-
○
旨
)
、
「
王
粛
之
説
、
皆

述
毛
侍
。
」
　
(
考
察
○
㌣
い
⊥
合
)
、
「
王
粛
接
彼
文
以
述
毛
停
」
　
(
既
醇
-
ナ
P
】
合
)

等
の
文
章
に
よ
っ
て
さ
ら
に
決
定
的
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
「
王
之
を

述
ぷ
」
と
は
「
王
粛
が
毛
伝
を
祖
述
す
る
」
　
こ
と
で
あ
っ
た
〔
③
〕
。

し
た
が
っ
て
　
「
述
毛
」
と
い
う
表
現
も
多
々
見
出
せ
る
。
以
下
に
そ
の
う
ち

の
2
例
を
挙
げ
よ
う
。
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㊥
小
雅
・
皇
皇
者
華
「
放
銑
征
夫
、
毎
懐
靡
及
」

【
毛
停
】
放
既
衆
多
之
貌
。
征
夫
行
人
也
。
毎
雄
健
和
也
。

【
疏
】
侍
毎
錐
懐
和
○
正
義
日
、
…
…
司
刺
以
鳥
、
下
侍
所
言
覆
説
此
也
。
故

測
司
云
「
使
臣
之
行
、
必
有
上
介
衆
介
。
錐
多
内
偵
中
和
之
道
、
猶
自
以

無
所
及
。
是
以
謳
馳
両
替
諏
之
」
。
(
○
や
い
も
旨
)

㊥
大
雅
・
大
明
「
蟄
仲
氏
任
、
自
彼
股
商
、
来
嫁
干
周
、
日
嬢
干
京
、
乃
及
王

季
、
維
徳
之
行
」

【
毛
侍
】
撃
國
任
姓
之
中
女
也
。
嬢
婦
、
京
大
也
。
王
季
大
王
之
子
、
文
王
之

父
也
。

【
疏
】
…
…
「
京
大
」
繹
論
文
。
司
瑚
云
「
唯
壷
其
婦
道
於
大
國
耳
」
。
測
利

島
説
也
。
(
-
チ
P
e
a
)

ま
た
「
王
粛
述
毛
」
l
せ
い
う
表
現
も
見
え
る
。
こ
の
「
述
毛
」
を
書
名
と
見

る
必
要
は
無
い
で
あ
ろ
う
。
以
下
は
そ
の
全
9
例
で
あ
る
。

0
国
風
・
周
南
・
葛
軍
「
薄
汗
我
私
、
薄
幹
我
衣
」

【
毛
侍
】
汗
煩
也
。
私
燕
服
也
。
…
…
其
餞
則
私
也
。
(
O
T
P
O
合
)

【
疏
】
停
汗
煩
至
私
也
○
正
義
日
、
…
…
故
一
事
分
鳥
二
句
。
上
旬
言
「
汗
」
、

見
用
功
深
也
。
下
旬
言
「
僻
」
、
見
其
抱
名
亦
烏
僻
。
又
上
旬
言
「
私
」
、

見
其
燕
泰
。
下
旬
言
「
衣
」
、
見
其
抱
名
亦
鳥
衣
。
故
司
珊
瑚
割
合
之
云

「
煩
掴
斡
濯
其
私
衣
」
　
是
也
。
(
O
T
P
O
旨
)

e
国
風
・
召
南
・
擦
有
梅
「
撰
有
梅
、
男
女
及
時
也
、
召
南
之
國
、
被
文
王
之

化
、
男
女
得
以
及
時
也
。
」
　
(
O
T
u
.
0
-
a
)

【
疏
】
擦
有
梅
三
章
章
四
句
至
及
時
○
正
義
日
、
…
…
喪
服
侍
日
「
十
九
至
十

六
鳥
長
瘍
」
。
頑
、
子
不
瘍
父
、
明
男
二
十
鳥
初
姿
之
端
。
又
種
記
日
「
女

子
十
五
許
嫁
而
算
」
。
以
十
五
鳥
成
人
、
許
嫁
不
鳥
旗
。
明
女
十
五
鳥
初

昏
之
端
臭
。
司
刺
測
朝
日
「
前
賢
有
言
、
丈
夫
二
十
不
敢
不
有
室
、
女
子

十
五
不
敢
不
事
人
」
。
詫
周
亦
云
「
是
故
男
自
二
十
以
及
三
十
、
女
自
十
五

以
至
二
十
、
皆
得
以
嫁
要
。
先
是
則
速
、
後
是
則
脱
臭
。
凡
人
嫁
繋
、
或

以
賢
淑
、
或
以
方
類
、
童
但
年
数
而
巳
」
。
此
皆
彗
点
剣
。
(
宇
呂
-
b
)

e
国
風
・
唐
・
綱
繹
「
綱
膠
、
刺
青
乱
也
、
國
乱
則
婚
姻
不
得
共
時
蔦
。
」

(
O
P
N
も
-
a
)

【
疏
】
細
膠
三
章
章
六
句
至
時
焉
○
正
義
日
、
…
…
首
章
言
「
在
天
」
謂
始
見

東
方
十
月
之
時
。
故
司
到
喝
司
云
「
三
星
在
天
、
謂
十
月
也
」
。
在
天
既

接
十
月
、
二
章
「
在
隅
」
謂
在
東
南
隅
。
又
在
十
月
之
後
也
。
謂
十
一
月

十
二
月
也
。
(
○
チ
P
O
-
a
)

e
小
雅
・
鹿
鳴
「
人
之
好
我
、
示
我
周
行
」
【
毛
侍
】
周
至
、
行
道
也
。
(
○
呂
.
〇
邑

【
疏
】
侍
周
至
行
道
○
正
義
日
、
司
利
潤
割
云
「
謂
畢
臣
嘉
賓
也
。
夫
飲
食
以

享
之
、
琴
笠
以
欒
之
、
幣
烏
以
格
之
、
則
能
好
愛
我
。
好
愛
我
則
示
我
以

至
美
之
道
央
」
。

e
小
雅
・
賓
之
初
延
「
大
侯
既
抗
、
弓
矢
斯
張
」

【
毛
侍
】
…
…
【
箋
云
】
學
者
…
…
其
非
祭
輿
。
(
】
ナ
㌣
e
b
)

【
疏
】
箋
學
者
至
非
祭
輿
○
正
義
日
、
…
…
。
鄭
異
於
毛
多
臭
。
唯
采
顔
及
此

難
之
者
、
出
於
昔
時
之
意
耳
。
司
刺
増
刊
云
、
「
…
…
」
。
其
奏
云
「
…

…
」
。
…
…
〇
ナ
い
.
S
a
)

◎
小
雅
・
采
叢
「
采
寂
采
叢
、
筐
之
笛
之
」
　
〇
り
ふ
.
〇
邑

【
毛
侍
】
興
也
。
寂
所
以
等
大
牢
而
待
君
子
也
。
羊
則
苦
、
家
則
薇
。

【
疏
】
侍
興
也
至
則
薇
○
正
義
日
、
侍
既
言
「
羊
則
苦
、
家
則
薇
」
、
則
寂
不

152
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抱
葛
三
牲
。
而
言
「
寂
所
以
葛
大
牢
」
　
者
、
…
…
。
王
粛
述
毛
云
、
「
筐

宮
受
所
采
之
菜
。
牢
種
所
以
待
爽
朝
諸
侯
」
。
(
-
u
⊥
・
〇
旨
)

④
大
雅
・
行
葦
「
酪
酸
以
弟
、
或
播
或
衆
、
嘉
殻
牌
腺
、
或
歌
或
等
」

【
毛
侍
】
以
内
日
髄
甑
。
腺
函
也
。
歌
者
比
於
琴
宏
也
。
徒
撃
鼓
日
等
。

【
疏
】
侍
以
内
至
鼓
日
等
○
正
義
日
、
…
…
。
「
徒
撃
鼓
日
等
」
、
繹
欒
文
。

孫
炎
日
「
啓
驚
号
也
」
。
司
瑚
瑚
剖
作
「
徒
撃
鼓
」
。
今
定
本
・
集
注
作

「
徒
歌
」
者
、
輿
園
有
桃
侍
渉
誤
耳
。
(
-
ヅ
P
宝
a
)

e
大
雅
・
常
武
　
「
常
武
、
召
穆
公
美
宣
王
也
、
有
常
徳
以
立
武
事
、
因
以
為
戒

然
、
」
　
(
-
甲
山
.
〇
-
a
)

【
疏
】
常
武
六
章
草
八
句
至
鳥
戒
然
○
正
義
日
、
…
…
此
章
、
司
刺
増
刊
以
鳥

「
王
不
親
行
」
。
王
基
述
鄭
、
鳥
此
章
王
自
親
行
。
王
既
親
行
、
仇
須
命

元
帥
以
統
領
六
軍
、
故
左
侍
部
陵
之
戦
、
楚
王
錐
自
親
行
、
仇
命
子
反
格

中
軍
、
是
也
。
(
-
㌣
u
.
0
-
a
)

e
周
頒
・
維
天
之
命
「
維
天
之
命
、
於
穆
不
巳
」
　
〇
P
T
-
U
a
)

【
毛
侍
】
孟
仲
子
日
、
大
哉
天
命
之
無
極
、
而
美
周
之
超
也
。

【
箋
云
】
命
猶
道
也
。
天
之
道
於
乎
美
哉
。
動
而
不
巳
、
行
而
不
止
。

【
疏
】
侍
孟
仲
至
之
鵡
○
正
義
日
、
…
…
譜
云
「
子
思
論
詩
、
於
穆
不
巳
。
仲

子
日
、
於
穆
不
似
」
。
此
停
錐
引
仲
子
之
言
、
而
文
無
不
似
之
義
。
蓋
取

其
所
説
而
不
従
其
讃
。
故
司
刺
増
刊
亦
烏
「
不
巳
」
、
輿
鄭
同
也
。

(
】
P
T
J
旨
)

ま
ず
、
毛
伝
を
宗
と
し
て
そ
の
箋
を
書
い
た
の
が
鄭
玄
で
は
あ
る
が
、
『
毛

詩
正
義
』
中
に
「
鄭
玄
述
毛
」
と
い
う
表
現
は
見
え
ず
、
わ
ず
か
に
1
例
、
「
鄭

之
此
説
、
亦
増
刊
也
。
但
其
意
輿
王
粛
異
耳
」
(
「
皇
皇
者
華
」
○
呂
も
邑
を
見

出
し
得
た
の
み
で
あ
る
。

そ
し
て
　
「
述
毛
」
　
の
表
現
が
王
粛
に
次
い
で
多
い
の
は
晋
の
孫
銃
で
あ
る
。

孫
銃
の
書
物
は
『
隋
書
』
脛
籍
志
に
、

・
『
毛
詩
駁
』
一
巻
　
　
　
貌
司
空
王
基
撰

・
『
毛
詩
異
同
評
』
十
巻
　
曹
長
沙
太
守
孫
兢
撰

と
し
て
見
え
て
い
る
。
右
に
王
基
を
併
せ
て
掲
げ
た
の
は
、
唐
・
陸
徳
明
『
経

典
繹
文
』
鍍
録
で
そ
れ
ぞ
れ
、
「
荊
州
刺
史
王
基
駁
王
粛
、
申
鄭
」
、
「
音
橡
州

刺
史
孫
兢
鳥
詩
評
。
評
毛
・
鄭
・
王
粛
三
家
異
同
、
朋
干
王
」
と
解
説
し
て
い

る
よ
う
に
、
毛
伝
と
解
釈
を
異
に
す
る
場
合
の
鄭
玄
説
を
批
判
す
る
王
粛
、
そ

れ
を
駁
す
る
王
基
、
さ
ら
に
そ
れ
を
戯
す
る
孫
銃
と
い
う
関
係
に
あ
る
か
ら
で

あ
る
。
そ
し
て
『
毛
詩
正
義
』
中
に
は
王
粛
が
、
王
墓
や
孫
兢
と
の
組
み
合
わ

せ
で
登
場
す
る
例
が
若
干
数
有
る
。
し
た
が
っ
て
孫
銃
に
つ
い
て
も
「
述
毛
」

と
い
う
表
現
が
多
い
。
以
下
に
そ
の
う
ち
の
2
例
を
挙
げ
て
お
こ
う
。
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な
お
　
「
述
毛
」
が
　
「
毛
伝
を
祖
述
す
る
」
意
味
で
あ
る
な
ら
、
毛
伝
を
祖
述

し
た
の
.
は
王
粛
だ
け
で
は
な
い
の
だ
か
ら
、
当
然
、
他
の
注
釈
家
に
も
同
じ
よ

う
な
表
現
が
見
出
せ
る
は
ず
で
あ
ろ
う
。

○
國
風
周
南
・
閉
経
　
「
窃
究
淑
女
、
琴
悪
友
之
」

【
毛
侍
】
宜
以
琴
悪
友
欒
之
。

【
箋
云
】
同
志
為
友
。
言
賢
女
之
助
后
妃
、
共
存
菜
。
其
情
意
乃
輿
琴
宏
之
志

同
。
共
芹
菜
之
時
欒
必
作
。

【
疏
】
侍
宜
以
琴
宏
友
奨
之
○
正
義
日
、
…
…
毛
氏
於
序
不
破
哀
字
、
則
比
詩

所
言
、
思
求
淑
女
而
未
得
也
。
若
得
則
設
琴
志
鐘
鼓
、
以
無
比
淑
女
。
故
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副
団
剥
剖
云
「
思
淑
女
之
未
得
以
種
楽
友
欒
之
、
是
思
之
而
未
致
。
欒
鳥

淑
女
設
也
。
知
非
祭
時
設
楽
者
、
若
在
祭
時
、
則
欒
鳥
祭
設
、
何
言
徳
盛
。

設
女
徳
不
盛
、
豊
祭
無
欒
平
。
又
琴
宏
欒
神
、
何
言
友
楽
也
。
呈
得
以
祭

時
之
欒
、
友
欒
淑
女
平
。
以
此
知
毛
意
、
思
淑
女
未
得
、
偶
設
之
辟
也
」
。

(
O
T
T
ビ
b
)

〇
.
國
風
衛
風
・
碩
人
「
碩
人
放
散
、
説
干
農
郊
」

【
毛
停
】
放
散
長
貌
農
郊
近
郊
。

【
撃
已
放
散
猶
儲
頓
也
。
説
昔
作
祓
。
鵡
春
秋
之
藤
、
讃
皆
宜
同
衣
服
日
超
。

今
俗
語
然
。
此
言
荘
妻
始
来
、
更
正
衣
服
干
衛
近
郊
。
」

【
琉
】
停
農
郊
近
郊
○
正
義
日
、
以
下
云
「
裡
弟
以
朝
」
、
明
此
在
國
近
郊
。

毛
於
詩
皆
不
破
字
、
明
此
「
説
」
鳥
「
合
」
。
副
闘
増
毛
l
云
「
説
之
烏
合
、

常
訓
也
」
。
(
○
㌣
N
⊥
さ
)

以
上
に
よ
っ
て
、
『
毛
詩
正
義
』
中
に
見
え
る
「
王
述
之
」
と
は
「
王
之
を

述
ぷ
」
と
訓
む
べ
き
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
漢
文
世
界
で
よ
く
引
き
合
い
に

出
さ
れ
る
「
王
引
之
」
を
「
王
之
を
引
く
」
と
訓
ん
だ
と
い
う
笑
い
話
(
?
)

を
、
筆
者
は
な
か
な
か
笑
う
気
に
は
な
れ
な
い
の
で
あ
る
。

吟
仏
燕
東
学
社
の
引
得
シ
リ
ー
ズ
以
外
の
も
の
と
し
て
、

・
王
忠
林
「
周
易
正
義
引
書
考
」
墓
碑
師
範
大
學
国
文
研
究
所
集
刊
三
-
巴
∞

・
菜
程
義
『
穏
記
正
義
引
書
考
』
政
治
大
草
中
国
文
化
研
究
所
碩
士
論
文
-
ま
u

後
に
義
蟹
出
版
社
-
u
巴

が
有
る
。
両
者
は
い
ず
れ
も
引
書
の
解
題
と
そ
の
引
用
文
の
摘
録
か
ら
成
り
、
引
書

索
引
を
兼
ね
て
い
る
。

)

日
本
の
も
の
と
し
て
は
、
杉
浦
豊
治
氏
の
　
「
論
語
皇
疏
と
そ
の
論
理
一
撃
而
岩
を
中

(

心
と
し
て
　
(
附
録
諸
家
索
引
)
」
　
(
金
城
国
文
一
五
-
一
-
麗
巴
　
が
有
り
、
ま
た
筆

者
が
作
成
発
表
し
た
も
の
と
し
て
、
以
下
の
も
の
が
有
る
。

)

　

　

)

・
「
春
秋
正
義
引
書
索
引
一
～
五
」
　
新
居
浜
工
業
高
専
紀
要
1
6
～
2
0
-
唱
等
～
窒

・
「
公
羊
倍
疏
引
書
索
引
」
新
居
浜
工
業
高
等
専
門
學
校
紀
要
2
1
-
2
-
麗
-

・
「
穀
梁
倖
注
疏
引
書
索
引
」
新
居
浜
工
業
高
等
専
門
學
校
紀
要
2
1
-
1
-
苫
u

)

　

　

)

・
「
尚
書
正
義
引
書
索
引
一
・
二
」
　
新
居
浜
工
業
高
等
専
門
學
校
紀
要
2
2
-
2
-
冨
仇

(

　

　

(

・
『
論
語
正
義
源
流
私
故
(
附
録
　
論
語
正
義
引
書
索
引
)
』

広
島
大
学
文
学
部
紀
要
第
5
1
番
特
輯
号
一
-
u
巴

な
お
右
の
拙
稿
の
う
ち
、
春
秋
三
伝
銃
の
引
書
索
引
に
つ
い
て
は
、
そ
の
補
訂
版
を

)
)

平
成
9
・
1
0
・
〓
年
度
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
C
2
の
報
告
書
の
一
部
と
し
て
公
刊

(
(

す
る
予
定
で
あ
る
。

②
　
「
日
」
と
「
云
」
と
の
用
法
に
区
別
が
有
る
と
の
見
方
も
有
る
が
　
ー
　
た
と
え
ば
頼

惟
勤
監
修
『
説
文
入
門
』
(
大
修
館
書
店
-
選
)
1
9
7
～
晋
を
参
照
-
、
こ
こ
で

は
厳
密
な
区
別
を
し
て
は
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

③
　
院
元
『
毛
詩
注
疏
校
勘
記
』
も
王
麻
と
見
な
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
を
明
言
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
が
、
「
毛
詩
正
義
魯
第
二
十
-
三
」
　
(
り
?
U
.
望
P
)
　
に
、

「
受
命
不
殆
」
唐
石
脛
・
小
字
本
・
相
基
本
同
。
案
箋
云
「
受
天
命
而
行
之
、
不

解
殆
者
」
。
正
義
云
「
又
受
命
不
怠
、
在
武
丁
孫
子
。
謂
行
之
不
解
患
者
、
在
武
丁

之
孫
子
。
書
高
宗
興
湯
之
功
、
法
度
著
明
、
以
教
戒
後
世
、
子
孫
行
之
、
不
解
怠

也
」
。
又
云
「
言
行
之
不
偏
怠
者
、
在
高
宗
之
孫
子
、
美
比
高
宗
孫
子
能
得
行
之
不

偏
怠
也
」
。
考
比
脛
字
作
「
殆
」
。
故
正
義
引
司
増
刊
以
鳥
「
危
殆
」
也
。
鄭
以
銭

「
殆
J
即
解
怠
字
、
故
箋
云
「
不
解
殆
」
、
而
字
仇
作
「
殆
」
。
正
義
乃
易
属
「
怠
」

字
而
説
之
也
。

と
あ
る
「
王
述
毛
」
と
は
、
(
商
頒
)
玄
鳥
篤
の
『
毛
詩
正
義
』
に
、
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侍
武
丁
高
宗
○
正
義
日
、
作
詩
所
以
稀
王
名
者
、
王
粛
云
　
「
股
質
以
名
篇
。
商
之

先
君
成
湯
受
天
命
、
所
以
不
危
殆
者
、
在
武
丁
之
鳥
人
孫
子
也
」
。
毛
以
鳥
湯
孫
湯

鳥
人
子
孫
、
則
比
亦
督
如
粛
言
也
。
(
U
O
・
u
・
-
ざ
)

と
見
え
る
王
粛
説
を
指
し
て
い
る
。
『
毛
詩
正
義
』
中
に
　
「
王
粛
述
毛
」
な
る
表
記
は

見
え
な
い
も
の
の
、
阪
元
は
　
「
王
粛
が
毛
伝
を
祖
述
」
　
し
た
も
の
だ
と
解
説
し
て
い

る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

な
お
高
田
眞
治
氏
『
詩
経
　
上
・
下
』
(
集
英
社
・
漢
詩
大
系
一
九
六
八
年
)
　
も
、

前
掲
②
小
雅
・
常
棟
の
例
に
つ
い
て
、

孔
疏
に
は
王
粛
の
説
を
引
い
て
、
「
不
躇
々
は
悼
々
た
る
を
言
ふ
な
り
。
以
て
兄
弟

は
能
く
内
は
睦
じ
く
外
を
禦
げ
ば
則
ち
強
盛
に
し
て
光
緒
有
る
こ
と
、
常
様
の
華

ひ
ら

の
発
く
が
若
き
な
り
」
　
と
す
る
。

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

2

『
五
経
正
義
』
中
に
現
在
で
は
亡
供
し
た
書
物
が
多
数
引
用
さ
れ
て
い
る
の

は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
唐
初
に
す
で
に
侠
書
で
あ
っ
た
も
の
も

少
な
く
は
な
い
。
清
朝
考
証
学
の
一
部
を
占
め
る
輯
供
の
学
に
お
い
て
、
経
書

に
関
す
る
侠
書
の
収
集
源
と
し
て
、
『
五
経
正
義
』
は
重
要
な
位
置
を
占
め
て

い
る
。
そ
し
て
酒
代
に
数
多
く
編
纂
さ
れ
た
輯
侠
書
は
、
我
々
が
『
五
経
正
義
』

を
読
ん
で
い
く
う
え
で
の
、
ま
こ
と
に
便
利
な
工
具
書
で
も
あ
る
。

た
だ
対
象
が
侠
書
で
あ
る
だ
け
に
、
そ
の
書
物
の
引
用
部
分
の
確
定
に
つ
い

て
は
、
複
数
の
輯
侠
書
で
見
解
を
異
に
す
る
場
合
も
間
々
有
る
。
本
節
で
は
、

そ
の
一
例
と
し
て
後
漠
の
服
虔
『
春
秋
左
氏
停
解
誼
』
を
取
り
挙
げ
よ
う
。
関

連
す
る
『
左
侍
』
本
文
、
杜
預
『
集
解
』
注
文
を
も
併
せ
て
以
下
に
掲
げ
る
。

0
春
秋
左
侍
正
義
巻
九
・
荘
公
二
十
一
年
(
亭
巴
a
)

】停
鄭
伯
之
享
王
也
、
王
以
后
之
撃
鑑
予
之
。

▼
▲注

后
王
后
也
。
撃
脊
而
以
鑑
烏
飾
也
。
今
西
方
蒐
胡
猶
然
、
古
之
遺
脱
。

▼
▲琉

注
后
王
至
遺
服
○
正
義
日
、
撃
是
梓
也
。
鑑
是
鏡
也
。
此
輿
定
六
年
侍
皆
撃

l

鑑
壁
書
、
則
撃
鑑
一
物
、
故
知
以
鏡
飾
苛
。
學
今
蒐
胡
之
服
以
明
之
。

ぱ
ん

正
義
に
日
く
、
「
撃
」
　
は
帯
、
「
鑑
」
　
は
鏡
で
あ
る
。
こ
こ
と
定
公
六
年

伝
と
で
い
ず
れ
も
「
撃
鑑
」
を
双
書
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
す
る
と
、
「
撃

鑑
」
　
は
一
物
な
の
で
、
「
鏡
を
以
て
帯
を
飾
る
」
　
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分

え
ぴ
ナ

か
る
。
(
杜
預
は
)
現
在
の
克
胡
の
服
装
を
挙
げ
て
明
ら
か
に
し
た
も
の
。

】

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

】

侍
披
公
請
器
。
王
予
之
爵
。
注
爵
飲
酒
器
。

▼

▲

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

▼

▲

侍
鄭
伯
由
是
始
憲
於
王
。
　
注
馬
借
公
二
十
四
年
鄭
執
王
使
張
本
。

▼

▲

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

l

琉
歌
公
至
於
王
○
正
義
日
、
鄭
伯
謂
席
公
子
文
公
也
。
嘲
痢
云
、
撃
鑑
王
后
婦

l

人
之
物
、
非
所
以
賜
有
功
。
爵
飲
酒
器
、
玉
爵
也
。
一
升
日
爵
。
爵
人
之
所

貴
者
O
。
言
鄭
伯
以
其
父
得
賜
、
不
如
戟
公
、
鳥
是
始
悪
於
王
、
積
而
成
怨

e
。
倍
二
十
四
年
遂
執
王
使
e
、
此
鳥
彼
張
本
O
。

正
義
に
日
く
、
「
鄭
伯
」
と
は
席
公
の
子
の
文
公
を
い
う
。
嘲
喝
が
以
下

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
撃
鑑
」
　
は
王
后
・
婦
人
の
持
ち
物
で
あ
り
、

功
績
の
有
っ
た
者
に
賜
わ
る
品
物
で
は
な
い
。
「
爵
」
　
は
飲
酒
の
器
で
、

玉
で
出
来
た
爵
で
あ
る
。
一
升
入
る
も
の
を
爵
と
い
う
。
爵
は
人
が
貴
重

視
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
は
、
鄭
伯
は
父
の
賜
わ
っ
た
も
の
が
披

公
に
及
ば
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
始
め
て
王
を
憎
む
よ
う
に
な
り
、
積
も
り

重
な
っ
て
怨
み
と
成
っ
た
と
い
う
こ
と
。
(
後
の
)
債
公
二
十
四
年
に
な

っ
て
、
つ
い
に
王
の
使
者
を
執
え
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
は
か
の
事
件

の
た
め
に
本
を
張
っ
た
　
〔
伏
線
と
し
た
〕
　
も
の
で
あ
る
。
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さ
て
こ
こ
で
問
題
と
す
べ
き
は
、
後
半
『
正
義
』
所
引
の
　
「
服
度
し
　
の
文
章

が
ど
こ
ま
で
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
原
文
に
丸
数
字
を
付
し
て
い
る
が
、
そ

こ
ま
で
が
服
度
の
文
章
だ
と
す
る
四
通
り
の
説
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
O
は
李
胎
徳
(
-
ゴ
莞
T
-
巴
巴
『
春
秋
左
侍
官
服
注
輯
述
』
(
皇
清
脛
解
続

編
所
収
)
　
の
説
で
あ
る
。
本
文
自
注
　
(
双
行
小
字
)
　
に
、

劉
困
劉
(
-
箆
†
-
監
土
日
、
正
義
此
文
下
云
「
言
鄭
伯
以
其
父
得
賜
、

不
如
戟
公
、
鳥
是
始
悪
於
王
、
積
而
成
怨
。
債
二
十
四
年
遂
執
王
使
」
。

金
組
司
瑚
・
陽
湖
渕
邱
輯
本
倶
連
上
服
義
。
然
玩
其
語
意
、
似
鳥
孔
疏
之

文
。
不
如
此
輯
本
島
妥
。

と
述
べ
て
い
る
。
な
お
年
代
か
ら
言
え
ば
、
李
氏
が
劉
恭
冤
を
引
用
す
る
は
ず

は
な
く
、
劉
氏
が
『
輯
述
』
の
説
を
妥
当
と
認
定
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
自
注

は
公
刊
時
の
補
記
で
あ
ろ
う
〔
①
〕
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
こ
こ
に
挙
げ
た
　
「
王

氏
」
　
「
洪
氏
」
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
後
掲
の
王
領
・
洪
亮
吉
を
指
す
。
そ
し
て
我

が
国
の
重
澤
俊
郎
氏
『
左
停
官
服
注
描
逸
』
　
(
東
方
文
化
學
院
京
都
研
究
所
研
究
報

告
第
八
冊
-
g
e
　
も
こ
の
説
を
襲
っ
て
い
る
。

次
い
で
e
は
馬
國
翰
『
玉
函
山
房
輯
侠
書
』
「
春
秋
左
氏
侍
解
誼
」
と
蓑
鈎

『
鄭
氏
侠
書
致
』
「
春
秋
侍
服
氏
注
」
と
い
う
二
つ
の
輯
侠
書
、
そ
し
て
洪
亮

吉
(
-
宗
竿
三
芭
『
春
秋
左
侍
詰
』
の
見
解
で
あ
り
、
さ
ら
に
e
は
王
讃
『
漢

貌
遺
書
紗
』
「
左
氏
侍
解
誼
」
と
黄
爽
『
漢
學
堂
脛
解
』
「
服
虔
左
停
解
誼
」

と
い
う
二
つ
の
輯
侠
書
の
説
で
あ
る
。
輯
侠
書
は
通
例
引
用
文
を
確
定
し
た
根

拠
を
述
べ
る
こ
と
は
無
い
が
、
こ
の
例
の
場
合
、
『
左
侍
』
全
書
に
注
釈
し
た

洪
亮
吉
も
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
何
も
述
べ
て
い
な
い
〔
②
〕
。

最
後
の
O
は
、
劉
文
洪
(
昌
宏
⊥
巴
巴
『
左
停
啓
注
疏
託
』
の
説
で
あ
る
。

た
だ
し
『
左
侍
酋
注
疏
琵
』
は
未
完
の
書
で
あ
り
、
し
か
も
劉
文
漠
の
没
後
、

そ
の
一
子
劉
兢
崔
(
-
竺
玩
⊥
嬰
S
)
、
さ
ら
に
は
孫
の
劉
壽
曾
(
】
巴
甲
⊥
宗
已
・

劉
貴
曾
(
-
望
り
⊥
雷
や
　
劉
師
培
の
父
)
と
い
っ
た
複
数
の
人
々
の
手
に
成
る
も

の
で
〔
③
〕
、
以
下
の
文
章
も
お
そ
ら
く
劉
兢
秘
以
後
の
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
比

較
的
詳
細
に
そ
の
根
拠
を
述
べ
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。

杜
注
「
鳥
倍
公
二
十
四
年
鄭
執
王
使
張
本
」
。
本
疏
云
「
鄭
伯
謂
席
公
子
文

公
也
」
。
下
即
引
服
注
。
渕
瑚
司
・
例
刻
皆
引
至
「
積
而
成
怨
」
止
。
朝
瑚

瑚
輯
述
止
取
「
撃
鑑
」
「
爵
」
注
文
、
而
不
録
此
注
。
劉
痢
刻
云
「
然
玩
其

語
意
、
似
鳥
孔
疏
之
文
」
。

案
孔
疏
之
例
、
凡
杜
注
云
「
畠
某
年
某
事
張
本
」
者
、
皆
無
所
秤
、
以
注
意

巳
明
也
。
今
此
博
引
服
注
原
文
、
未
加
個
節
。
尋
其
語
意
相
承
、
非
疏
家
解

注
之
詞
。
渕
・
倒
節
去
来
三
句
亦
非
也
。
今
悉
定
鳥
服
注
。

こ
こ
で
は
●
～
e
に
見
え
る
諸
説
を
ほ
ぼ
網
羅
し
た
う
え
で
こ
れ
ら
を
否
定

し
、
結
論
と
し
て
全
文
が
脱
虔
の
文
章
だ
と
判
定
す
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
『
左
侍
菖
注
疏
琵
』
が
述
べ
る
根
拠
を
確
認
し
て
み
る
に
、
杜
預
が

「
鳥
某
年
某
事
張
本
」
と
注
す
る
箇
所
の
『
正
義
』
に
そ
の
解
説
が
無
い
と
す

る
指
摘
は
、
間
違
い
な
い
よ
う
で
あ
る
〔
◎
〕
。
し
た
が
っ
て
、
最
終
的
に
は
「
文

気
」
　
「
文
脈
」
と
い
っ
た
は
な
は
だ
暖
味
な
も
の
を
根
拠
に
せ
ざ
る
を
得
な
い

の
で
あ
る
が
、
服
虔
が

撃
鑑
　
-
　
王
后
・
婦
人
の
持
ち
物
　
　
　
　
　
　
　
-
　
　
鄭

爵
　
-
　
玉
で
出
来
た
爵
・
人
の
貴
重
視
す
る
も
の
　
-
　
故
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と
を
対
照
し
、
周
王
の
鄭
国
と
我
国
と
に
対
す
る
待
遇
の
違
い
を
示
し
た
と
す

れ
ば
、
筆
者
は
や
は
り
「
其
の
語
意
相
承
く
る
を
尋
ぬ
る
に
、
疏
家
の
注
を
解

す
る
の
詞
に
非
ず
」
と
述
べ
る
『
左
侍
酋
注
疏
託
』
説
の
よ
う
に
、
一
気
に
最

後
ま
で
を
服
虚
説
と
す
る
の
が
妥
当
な
よ
う
に
思
う
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
服
虔
の
文
章
が
い
さ
さ
か
長
く
な
る
と
の
考
え
も
生
じ
る
か
も
し

れ
な
い
。
し
か
し
こ
こ
で
は
、
か
つ
て
吉
川
幸
次
郎
氏
「
春
秋
正
義
事
後
」
(
『
支

那
學
』
六
-
一
-
思
い
　
全
集
第
六
巻
-
宗
巴
　
が
、
『
春
秋
正
義
』
所
引
の
漢

代
の
質
達
・
鄭
衆
・
馬
融
・
延
篇
・
彰
江
・
服
度
の
う
ち
、
『
隋
書
』
経
籍
志

に
著
録
さ
れ
た
者
は
貿
連
・
服
度
の
二
家
だ
け
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
れ
ら

漠
儒
の
説
は
服
虔
『
春
秋
左
氏
伝
解
誼
』
に
引
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を

推
定
し
、
服
虔
『
解
誼
』
が
鄭
玄
の
『
周
稽
注
』
の
よ
う
な
集
注
の
形
を
と
っ

た
注
釈
書
で
あ
る
こ
と
を
論
証
さ
れ
た
こ
と
が
想
起
さ
れ
る
。

『
春
秋
正
義
』
中
で
、
服
虔
注
そ
の
も
の
の
体
裁
・
性
格
に
つ
い
て
言
及
す

る
も
の
は
極
め
て
少
な
い
が
、
以
下
に
挙
げ
る
例
は
、
服
虔
注
が
か
な
り
長
文

の
部
分
も
有
っ
た
こ
と
を
予
想
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

日
春
秋
左
停
正
義
審
十
四
・
倍
公
十
五
年

】俸
使
以
免
服
衰
経
逆
且
告

▼
▲注

免
衰
経
遭
喪
之
服
、
令
行
人
服
此
服
迎
秦
伯
、
且
告
絡
以
恥
辱
自
殺
。

▼
▲疏

注
免
衰
至
自
殺
○
正
義
日
、
初
死
別
有
免
、
服
成
則
衰
経
、
皆
烏
遠
喪
之
服
。

l

博
文
於
此
或
有
「
目
上
天
降
災
、
使
我
両
君
相
見
不
以
玉
島
、
而
以
興
戒
。

若
曹
君
朝
以
入
、
則
梯
子
夕
以
死
。
夕
以
入
、
則
朝
以
死
。
唯
君
裁
之
」
。

左
侍
本
無
此
言
、
後
人
妄
埠
之
耳
。
何
以
知
其
然
。
二
十
二
年
俸
日
「
寡
君

之
使
脾
子
侍
執
巾
櫛
」
、
杜
云
「
婦
子
婦
人
之
卑
嘱
」
。
若
比
有
「
埠
子
」
、

不
富
合
此
而
注
彼
也
。
又
此
注
云
　
「
且
告
夫
人
格
以
恥
辱
自
殺
」
。
若
有
此

辞
、
不
煩
此
注
。
戯
戯
碗
誠
-
感
滅
感
癖
。
停
本
若
有
此
文
、
嘲
喝
朗
周
到

嘱
、
何
由
四
十
徐
字
、
不
解
二
言
、
亦
至
二
十
二
年
始
解
「
碑
子
」
。
明
是

本
無
之
也
。
今
定
本
亦
無
。

…
…
な
ぜ
そ
う
だ
と
分
か
る
の
か
と
い
え
ば
、
二
十
二
年
伝
に
「
寡
君
の
.
、

嫡
子
を
し
て
侍
り
て
巾
櫛
を
執
ら
し
む
る
は
」
　
と
い
い
、
杜
預
が
　
「
脾
子

は
婦
人
の
卑
称
な
り
」
と
注
し
て
い
る
か
ら
で
、
も
し
も
こ
こ
に
す
で
に

お

「
脾
子
」
　
が
有
る
な
ら
、
こ
こ
を
措
い
て
か
し
こ
に
注
す
る
は
ず
が
無
い

か
ら
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
注
に
「
且
つ
夫
人
の
将
に
恥
辱
を
以
て
自
殺
せ

ん
と
す
る
を
告
ぐ
」
　
と
述
べ
て
お
り
、
も
し
も
こ
の
一
文
が
有
る
な
ら
、

わ
ざ
わ
ざ
こ
の
よ
う
に
注
す
る
は
ず
は
な
い
。
(
さ
ら
に
)
彗
頑

あ
る
。
伝
に
も
し
こ
の
文
章
が
有
る

な
ら
、
服
虔
は
必
ず
や
多
言
を
用
い
て
解
釈
し
た
は
ず
で
、
ど
う
し
て
四

十
四
余
字
に
つ
い
て
一
言
も
解
釈
し
な
い
で
、
二
十
二
年
に
至
っ
て
は
じ

め
て
　
「
娘
子
」
を
解
す
る
で
あ
ろ
う
か
。
明
ら
か
に
本
来
無
か
っ
た
の
で

あ
る
。
今
の
　
(
定
本
)
　
に
も
や
は
り
無
い
。
(
-
ナ
○
診
)

l倖
日
　
「
上
天
降
災
、
使
両
君
匪
以
玉
島
相
見
、
而
以
興
戒
。
若
膏
君
朝
以
入
、

l

則
脾
子
夕
以
死
。
夕
以
入
、
則
朝
以
死
。
唯
君
裁
之
」
。
乃
舎
諸
要
塞
。
(
芸
も
q
a
)

な
お
『
春
秋
正
義
』
中
に
引
用
さ
れ
た
服
虔
注
は
四
百
例
を
越
え
る
が
、
そ

れ
ほ
ど
長
文
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
『
正
義
』
の
全
文
が
服
虔
の
文
章
か
ら
成

る
も
の
が
1
6
例
有
る
。
以
下
は
そ
の
う
ち
の
最
も
長
文
の
例
で
あ
る
。

臼
春
秋
左
侍
正
義
巻
五
十
七
・
哀
公
元
年
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】

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

l

侍
退
而
告
人
目
、
越
十
年
生
衆
、
而
十
年
教
訓
。
注
生
民
衆
財
富
而
後
教
之
。

▼

▲

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

【

琉
注
生
民
至
教
之
○
正
義
日
、
爛
劇
云
「
令
少
者
無
嬰
老
婦
、
老
者
無
堅
少
婦
。

l

女
十
七
不
縁
、
男
二
十
不
要
、
父
母
有
罪
也
。
格
生
子
以
告
、
輿
之
腎
餞
之

薗
也
。
死
者
繹
其
征
、
必
笑
泣
葬
埋
如
其
子
也
。
揺
子
遊
者
必
備
敵
之
也
。

非
手
所
種
、
夫
人
所
総
、
不
用
十
年
、
不
収
於
國
」
。
(
u
↓
・
〇
許
)

い
ま
問
題
と
し
て
い
る
ロ
の
例
は
、
こ
れ
よ
り
は
ま
だ
短
文
と
い
う
べ
き
で
あ

ろ
う
。
ま
た
次
は
、
U
に
よ
く
似
た
構
成
の
例
で
あ
る
。

匝
春
秋
左
停
正
義
巻
九
・
荘
公
十
六
年

】

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

】

俸
公
父
定
叔
出
奔
衛
。
注
共
叔
段
之
孫
。
定
註
也
。

▼

▲

　

　

　

　

　

　

　

　

l

侍
三
年
而
復
之
。
日
　
「
不
可
使
共
叔
無
後
於
鄭
」
。
使
以
十
月
入
。
日
　
「
良
月

【

　

　

　

　

　

　

　

　

l

也
。
就
盈
敷
焉
」
。
注
敷
漏
於
十
。

】

　

　

　

　

　

　

　

【

疏
注
敷
蒲
於
十
〇
正
義
日
、
易
繋
辞
云
「
天
一
地
二
天
三
地
四
天
五
地
六
天
七

l

地
八
天
九
地
十
」
。
至
十
両
止
、
是
　
「
敷
蒲
於
十
」
　
也
。
関
元
年
停
日
　
「
萬

盈
敷
也
」
。
数
至
十
則
小
盈
、
至
高
則
大
盈
。
侍
具
載
定
叔
事
者
、
刺
倒
云

「
定
叔
之
祖
共
叔
段
有
伐
君
之
罪
、
宜
世
不
長
。
而
云
『
不
可
使
共
叔
無
後

於
鄭
』
、
言
其
刑
之
偏
頗
。
鄭
席
公
以
撃
纂
適
、
同
墓
相
他
。
故
篇
於
共
叔
、

欲
令
其
後
不
純
。
男
功
現
厨
惑
山
域
」
。
(
亭
-
旨
)

こ
の
例
の
服
虔
の
最
後
の
言
葉
「
侍
所
以
悪
属
公
也
」
は
、
ロ
の
「
此
鳥
彼

張
本
」
と
同
様
の
説
明
の
仕
方
で
は
あ
る
ま
い
か
。

以
上
、
決
定
的
根
拠
に
は
欠
け
る
も
の
の
、
最
後
の
e
ま
で
を
服
度
注
と
見

な
す
劉
文
洪
『
左
停
菖
注
疏
詮
』
説
の
妥
当
性
を
再
確
認
し
た
つ
も
り
で
あ
る

が
〔
⑤
〕
、
侠
書
の
文
章
を
確
定
す
る
こ
と
は
、
時
と
し
て
難
し
い
場
合
も
有
る

と
い
う
例
で
あ
る
〔
⑥
〕
。

.
〇

最
後
に
付
言
す
べ
き
こ
と
を
二
点
。
そ
の
一
つ
。
筆
者
は
現
在
「
五
経
正
義

語
彙
語
法
前
記
」
　
(
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
)
　
を
連
載
中
で
あ
り
、
本
稿
は
　
「
諌

五
経
正
義
札
記
」
　
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
　
「
前
記
」
と
　
「
札
記
」
と
に
意
味
の

違
い
は
な
く
、
単
に
混
同
を
避
け
る
た
め
に
使
い
分
け
た
に
す
ぎ
な
い
。

そ
の
二
つ
。
今
年
　
(
-
浩
豊
　
の
七
月
か
ら
で
あ
ろ
う
、
か
の
台
湾
の
中
央
研

究
院
計
算
中
心
が
公
開
し
て
い
る
イ
ン
タ
ー
・
ネ
ッ
ト
上
の
デ
ー
タ
・
ベ
ー
ス

検
索
「
漢
籍
全
文
資
料
庫
」
　
(
h
卓
、
三
1
.
S
E
声
巴
u
.
(
蚤
P
ロ
S
・
b
覧
ヨ
S
W
u
)
　
で

○

は
、
待
望
の
　
「
十
三
経
注
疏
」
　
の
検
索
が
可
能
と
な
っ
た
〔
⑦
〕
。
本
稿
を
草
す

る
に
当
た
っ
て
使
用
し
た
資
料
は
、
か
つ
て
収
集
し
た
も
の
が
主
で
は
あ
る
が
、

「
資
料
庫
」
　
に
よ
っ
て
再
確
認
し
、
補
足
し
た
も
の
も
実
は
少
な
く
は
な
い
。

あ
の
膨
大
な
「
疏
」
　
文
が
漏
れ
な
く
検
索
で
き
る
の
は
、
ま
こ
と
に
驚
異
で
あ

る
。
今
後
と
も
こ
れ
か
ら
受
け
る
恩
恵
は
大
き
い
で
あ
ろ
う
。

ち
な
み
に
「
十
三
経
注
疏
」
の
底
本
は
嘉
慶
二
十
年
「
玩
元
刻
本
」
で
あ
り
、

重
文
印
書
館
影
印
本
(
八
冊
)
の
真
数
そ
秒
を
卦
に
デ
ー
タ
・
ベ
ー
ス
化
さ
れ

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
経
・
伝
・
注
・
.
硫
文
は
も
と
よ
り
唐
・
陸
徳
明
『
経
典

繹
文
』
、
さ
ら
に
は
院
元
『
校
勘
記
』
・
『
四
庫
総
目
提
要
』
ま
で
含
ん
で
い
る
。

な
お
そ
秒
を
吏
で
あ
る
か
ら
、
遺
憾
な
が
ら
句
読
は
施
さ
れ
て
い
な
い
。
『
校

勘
記
』
に
も
と
づ
く
補
正
な
ら
び
に
誤
刻
の
訂
正
も
も
ち
ろ
ん
施
さ
れ
て
は
い

な
い
よ
う
で
あ
る
。

す
で
に
ご
存
知
の
方
も
お
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
が
」
　
こ
こ
に
情
報
と
し
て
提
供

す
る
次
第
で
あ
る
。
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讃五経正義札記(野間)

注①
　
『
春
秋
左
借
賃
服
注
輯
述
』
に
は
「
皇
滑
経
解
続
編
」
本
の
他
に
、
同
治
五
年
鎗
挑

朱
氏
刊
本
が
有
る
が
、
筆
者
未
見
。

②
　
服
虔
注
の
輯
本
と
し
て
清
・
沈
按
『
春
秋
左
侍
服
注
存
』
二
巻
(
道
光
二
十
七
年
蔚

山
沈
氏
蟻
術
堂
刊
本
)
　
が
有
る
が
、
筆
者
未
見
。

③
　
拙
著
『
春
秋
正
義
を
読
み
解
く
-
劉
文
洪
『
左
侍
茜
疏
考
正
』
を
通
し
て
-
』
(
東

洋
古
典
學
研
究
曾
-
誓
い
)
　
を
参
照
。

④
　
以
下
に
挙
げ
る
2
例
は
、
杜
注
に
「
張
本
」
の
表
現
が
有
る
も
の
に
対
す
る
『
正
義
』

の
例
で
、
し
か
も
こ
れ
以
外
に
は
見
出
し
得
な
か
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
2
例
も
　
「
鳥

某
年
某
事
張
本
」
　
の
解
釈
で
は
な
い
。

○
春
秋
左
倍
正
義
巻
十
二
・
倍
公
二
年

】

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

l

倍
率
寺
人
名
始
凋
師
干
多
魚
。
注
寺
入
内
奄
官
竪
粛
也
。
多
魚
地
名
、
閑
。
斉
桓
多

l
l

蟹
寵
、
内
則
如
夫
人
者
六
人
、
外
別
事
竪
靂
易
牙
之
等
。
終
以
比
乱
國
。
博
吉
粛

0
0

於
比
始
撞
貴
寵
漏
洩
桓
公
軍
事
。
烏
葬
乱
張
本

注
寺
人
至
張
本
○
正
義
日
、
周
穏
内
宰
之
壌
有
内
小
臣
奄
上
土
四
人
。
寺
人
王
之

正
内
五
人
。
内
竪
倍
寺
人
之
敷
。
寺
人
草
王
之
内
人
及
女
官
之
戒
令
。
内
竪
掌
内

外
之
通
令
。
皆
革
婦
人
之
事
。
是
自
内
小
臣
以
下
皆
用
奄
人
属
官
也
。
鄭
玄
云
「
竪

未
冠
者
之
官
名
」
。
然
則
比
人
名
君
、
幼
童
烏
内
竪
之
官
、
以
鳥
斉
侯
所
寵
、
後
錐

年
長
、
遂
呼
鳥
竪
君
焉
。
比
時
鳥
寺
人
之
官
、
故
稀
寺
入
朝
也
。
言
「
潟
師
」
者

漏
泄
師
之
密
謀
也
。
「
漏
師
」
　
巳
是
大
罪
。
比
云
　
「
始
」
者
、
言
其
終
又
甚
鳶
。
放

0
0

言
「
始
」
　
以
「
鳥
寮
乱
張
本
」
。
(
-
P
S
a
)

○
春
秋
左
樽
正
義
巻
二
十
二
宣
公
八
年

】

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

t

.

一

博
幸
巳
有
事
干
大
麻
、
仲
遂
卒
干
垂
。
注
有
事
祭
也
。
仲
遂
卒
輿
祭
同
日
。
略
書
有

【
　
　
　
　
　
　
　
0
　
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【

事
、
鳥
繹
張
本
。
不
言
公
子
、
因
上
行
遠
、
間
無
異
事
、
省
文
従
可
知
也
。
稀
字

時
君
所
嘉
、
無
義
例
也
。
垂
賓
地
、
非
魯
寛
故
番
地
。

l疏
注
有
事
至
書
地
○
正
義
日
、
「
有
事
祭
也
」
者
、
謂
諦
祭
也
。
梓
例
　
「
以
昭
十
五
年

l

有
事
干
武
宮
、
侍
構
諦
干
武
公
、
則
知
比
言
有
事
亦
是
諦
也
」
。
祭
之
日
仲
遂
卒
。

0
0
・

不
言
諦
而
略
言
「
有
事
」
者
、
諦
事
得
常
、
不
主
書
締
。
烏
下
「
繹
」
祭
張
本
耳
。

上
言
「
公
子
遂
如
奔
」
、
比
言
「
仲
遂
卒
」
、
不
言
「
公
子
」
者
、
比
書
　
「
有
事
」

鳥
「
仲
遂
卒
」
而
書
之
。
輿
上
相
通
、
猶
是
一
事
。
田
上
行
還
、
間
無
異
事
、
省

「
公
子
」
　
之
文
、
従
可
知
也
。
(
N
P
O
訟
)

l侍
壬
午
猶
得
。
萬
入
去
笛
。

l

⑤
　
も
う
1
例
、
輯
侠
書
に
よ
っ
て
判
断
の
異
な
る
服
虔
注
の
例
を
掲
げ
る
。

○
春
秋
左
侍
正
義
巻
三
十
・
褒
公
九
年

l侍
使
皇
郎
命
校
正
出
馬
、
工
正
出
車
、
備
甲
兵
、
厄
武
守
。

▼
▲注

皇
邱
皇
父
充
右
之
後
。
校
正
主
局
、
工
正
主
車
、
使
各
備
其
官
。

▼
▲疏

注
皇
即
至
共
官
○
正
義
日
、
嘲
喝
云
、
「
皇
邸
、
皇
父
充
石
之
後
」
、
十
世
宗
卿
為

l

人
之
子
、
大
司
馬
椒
也
の
。
車
馬
甲
兵
司
馬
之
職
。
使
皇
鄭
掌
比
事
、
皇
郎
必
是

司
馬
也
。
「
校
正
主
局
」
、
於
周
鵡
為
校
人
。
是
司
馬
之
属
官
也
。
周
踵
司
馬
之
鳳
、

無
主
車
之
官
。
巾
車
・
車
僕
職
皆
質
草
、
乃
為
宗
伯
之
席
。
昭
四
年
侍
云
　
「
夫
子

為
司
馬
輿
工
正
書
服
」
、
是
諸
侯
之
官
司
馬
之
席
有
「
工
正
主
車
」
也
。
國
有
火
災
、

恐
致
姦
冠
、
故
使
司
馬
命
比
二
官
出
車
馬
、
偏
甲
兵
以
防
非
常
也
。
博
吉
「
厄
武

守
」
者
、
甲
兵
器
械
蔵
於
府
庫
。
若
今
武
庫
使
具
其
守
、
守
比
武
庫
也
。
比
事
軽

於
車
馬
、
故
後
言
之
e
。
(
呂
.
N
O
b
)

馬
國
翰
・
洪
亮
吉
・
李
始
徳
・
重
澤
の
諸
氏
は
い
ず
れ
も
●
説
で
あ
る
が
、
王
講
『
漠

攻
遺
書
紗
』
・
黄
爽
『
漠
草
堂
脛
解
』
は
e
説
で
あ
る
。
あ
る
い
は
e
説
が
妥
当
で
あ

ろ
う
か
?
　
そ
う
す
る
と
こ
の
『
正
義
』
は
全
文
が
服
虔
の
文
章
で
あ
る
。

⑥
　
池
田
秀
三
氏
「
輯
侠
之
難
輿
校
書
之
難
-
以
慮
植
《
踵
記
解
詰
》
鳥
例
-
」
(
『
論
衡
』

第
2
巻
第
1
期
-
盟
㌫
)
・
「
輯
供
の
難
と
校
書
の
難
」
　
(
『
中
国
思
想
史
研
究
』
笛
∵
巴

号
-
竃
巴
　
を
参
照
さ
れ
た
い
。

⑦
　
我
が
国
で
も
す
で
に
東
大
を
始
め
と
し
て
、
中
央
研
究
院
の
デ
ー
タ
・
ベ
ー
ス
を
共

有
し
て
い
る
研
究
機
関
も
有
る
よ
う
で
あ
る
。
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